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江口姉妹基金募集要項 

 
江口 孝恵氏について                     

大牟田名物「草木饅頭」を製造・販売している江口

栄商店の元専務。三姉妹の末っ子で、長姉が若くして

病死し、両親亡き後は、すぐ上の姉の忠子さんが社長、

孝恵さんが専務としてお店を切り盛りされていまし

た。姉妹とも独身で後継ぎがおらず、忠子さんに肺が

んが見つかったことから２００６年、屋号と味と従業

員を引き継ぐことを条件に経営権を熊本市の菓子会

社に譲渡され、忠子さんは翌年、７１歳で死去。２０

０８年、今度は孝恵さんに悪性リンパ腫が確認されま

した。 
孝恵さんは抗がん剤治療を受けましたが、２０１３

年５月に余命２カ月と告げられ、最後を自宅で迎えることを希望。そんな身寄

りのない孝恵さんの在宅療養を支えたのは、毎日来てくれる訪問看護師でした。

孝恵さんは、献身的に支えてくれる看護師に感謝するとともに、看護師を目指

す学生が授業料等の金銭面的な理由で中退することがあることを知り、「志ある

人が夢を諦めないように」と２０１３年８月、本会に１億円の寄付をされた後、

２０１３年９月１５日７５歳で他界されました。 
本会では、多大なるご貢献に対し、感謝の意を表すとともに、江口様のご意

向に沿った形で平成２６年度より「江口姉妹基金」を設立しました。本基金の

詳細は下記のとおりとなっておりますので、申請書を提出される際は、奨学金

規程と併せてご一読ください。 
 
１．応募資格  

 次のすべての要件に該当していることが必要です。 
（１）福岡県内の医師会立の准看護師養成所に在籍する学生、生徒 
（２）経済的理由により、十分な教育環境に恵まれていないと認められる者 
（３）卒業後、福岡県内での就業を希望している者 
（４）在籍養成所の長より推薦を受けた者 
（５）向上心に富み、かつ、成業の見込みがある者 
（６）学業、人物ともに優秀であり品行方正な者 
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２．奨学金について 

 本基金による奨学金は原則返還していただく必要はありません。給付期間は

４月１日から翌年３月 31 日までとし、月額２万円を年２回に分けて９月と翌年

３月に給付いたします。 
 
３．応募方法 

 養成所の長の推薦を受け、申請書類と作文、前年度の学業成績、世帯全員の

収入状況を証明する書類及び奨学金（貸与・給付）を始めとし、資格取得のた

めの支援金等を受給している場合は受給を証明する書類を在籍する養成所を経

由して毎年７月１日（当日消印有効）までに福岡県医師会長に提出すること。

ただし、前年度就学していなかった場合については学業成績を提出していただ

かなくて結構です。 

  

【作文について】 

テーマ（案）：「私が目指す看護」、「看護師にとって必要なもの」、 

        「看護学校で学びたいこと」、「私が看護師を目指す理由」等 

      用紙：Ａ４用紙（縦向き）１枚 横書き 

      字数：文字数が 900字以上 1,000字未満を満たすこと 

（タイトルを含む）  

    書き出し：１行目を「タイトル」とし、２行目を空け、３行目学校名、４ 

行目に学年・氏名、５行目より本文を開始すること 

 

【収入状況を証明する書類】 

   市町村役場発行の所得証明書（有料）：世帯全員 

 

【奨学金（貸与・給付）を始めとし、資格取得のための支援金等を受給している

場合は受給を証明する書類】 

   受給決定通知の他、実施機関、受給金額・期間、返還の有無がわかる書類 

 

４．奨学金の給付決定 

 期日までに到着した申請書及び作文により本会運営委員会で選考を行い、本

会理事会において決定します。 

 決定後、遅滞なく養成所の長を通して通知を行います。 

 

５．給付決定後の提出書類 

奨学金の交付を受けた奨学生は、直ちに奨学金受領書及び誓約書を養成所の

長を通して提出してください。 



4 
 

６．報告書の提出 

給付を受けた翌年の２月に養成所の長を経由して、報告書を遅滞なく提出し

ていただきます。また、奨学生が准看護師として就職する場合には、就職先を

報告していただき、看護課程に進学した場合には、学校名と卒業予定年月日な

どを報告し、看護師として就職する際に、就職先を福岡県医師会長に報告して

いただきます。なお、就職後に福岡県医師会長より求めがあった場合は、在職

を証明する書類を提出していただきます。 

 

７．奨学生の身分の喪失 

 奨学金規程第１４条に定める、４項目のいずれかに該当した場合、奨学生の

身分を喪失します。身分を喪失した場合、喪失した前月までを奨学金の対象（以

下、「対象期間」。）とします。ただし、支給日において奨学生が退学（死亡を含

む）していた場合には、原則として未支給の奨学金は全て給付しません。また、

身分を喪失した奨学生が対象期間を超えて給付を受けている場合は、超過分を

返還していただきます。 


